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⑵　熱源機（ヒートポンプユニット）〔内部水回路図〕
   ⒜  製品本体

２

Ｍ
４

熱交換器
温水出口

４

２ 温水出口

青銅
銅
青銅

ＰＰＳ、ＳＵＳ
吸込水圧５００ｋＰａ以下
インバータ制御

名称 材質 備考

３

１

１

別売品形式 品名

熱交換器

Ｍ
Ｓ

Ｒ Ｍ
Ｓ

Ｍ

給水口（給水より）

循環水入口（貯湯槽より）

温水出口（貯湯槽へ）

制御弁

給水入口

水ポンプ

電動ボールバルブ流量調整弁
給水入口

ストレーナ
逆止弁
配管

別売　入水管セット ＤＯＳ－Ｑ１

電動弁 青銅

青銅

記号

ＡＣ２００Ｖ
ＳＵＳ３０４
ＰＰＳ

青銅
銅管

Ｒ

Ｓ

８０ｋＰａ

６０メッシュ

材質 備考部品

ＤＯＳ－Ｑ１ 入水配管セット
減圧弁

Ｍ

３

⒝　別売部品（開放式貯湯システム用）

2.5　系統図
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 SW
室外

No
.（1
位）

アド
レス
設定

 SW
室外

No
.（1

0位
）

オイ
ルセ
パレ
ータ
電磁

弁
SV

-O
IL 

1

イン
テリ
ジェ
ント
パワ
ーモ
ジュ
ール

IPM

機種
切換

SW
4-1
～4

デマ
ンド
切換

SW
4-5

,6
SW

4-7
,8

親子
設定

予備
SW

5-5

初期
設定

運転
SW

5-1

7セ
グメ
ント
表示
アッ
プ（

1位
）

7セ
グメ
ント
表示
アッ
プ（

10
位）

デー
タ消
去／

書込
み

SW
7

SW
8

SW
9

予備
SW

6-1
,2

SW
3-8

ON OF
F
テス
トモ
ード

通常
運転

52
X1

-1,
2

CM
用電

磁接
触器

ドー
ム下
温度
セン
サ

吐出
管温

度セ
ンサ

高圧
圧力
スイ
ッチ

63
H1

-1

Th
o-D

1
Th

o-C
1

Th
o-P

1
パワ
ート
ラン
ジス
タ温
度セ
ンサ

Th
o-R

1
熱交

温度
セン
サ1（

入口
・前
）

Th
o-R

2
熱交

温度
セン
サ2（

入口
・後
）

Th
o-R

3
熱交

温度
セン
サ3（

出口
・前
）

Th
o-R

4
熱交

温度
セン
サ4（

出口
・後
）

Th
o-S

1
吸入

管温
度セ
ンサ

Th
o-W

1
ガス
クー
ラ水
温セ
ンサ
（入
口）

Th
o-G

1
ガス
クー
ラ入
口冷
媒温
度セ
ンサ

Th
o-I

NJ
1

イン
ジェ
クシ
ョン
入口
温度
セン
サ

Th
o-M

1
中間
圧レ
シー
バ入
口温
度セ
ンサ

Th
o-W

2
ガス
クー
ラ水
温セ
ンサ
（出
口）

Th
o-G

3
ガス
クー
ラ出
口冷
媒温
度セ
ンサ

密閉
タン
ク用
貯湯

水温
セン
サ

Th
t-1
～9

開放
タン
ク用
水位
セン
サ

WL
S

開放
タン
ク用
貯湯

水温
セン
サ

Th
t-O

P1

外温
セン
サ

Th
o-A

SW
3-3

ON OF
F
開放
タン
ク

密閉
タン
ク

SW
3-7

前回
メン
テナ
ンス
から
の積
算時
間リ
セッ
ト

SW
3-4

,5,
6

予備 水ポ
ンプ
試運

転
SW

5-2

端子
台

TB
1,2

検圧
運転
モー
ド

SW
5-7

,8
24
時間

運転
切換

SW
5-6

SW
5-4

ON OF
F
通常

運転
設定

切換

SW
5-3

CW
FV
開閉
確認

SW
6-3

ON OF
F
デフ
ロス
ト開
始温

度　
寒冷

地
デフ
ロス
ト開
始温

度　
通常

SW
6-4

ON OF
F
定期

点検
1,2
表示

　無
効

定期
点検

1,2
表示

　有
効

SW
6-5

ON OF
F
水ポ
ンプ
試運

転回
路切

換　
保温

水ポ
ンプ
試運

転回
路切

換　
給水

SW
6-7

CW
FV
開閉

確認
時の

開　
 閉切

換

（開
放タ
ンク
）

SW
6-8

予備

SW
6-6

満蓄
運転

P
C
M
0
0
0
Z
0
4
8

2.6　電気配線図
　　・熱源機（ヒートポンプユニット）
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　 記号 名称 役割 詳細

1 DCWP 水ポンプ 出湯温度がリモコンの設定値となるよう制御します。
また、水配管の凍結防止制御に使用します。
 ・回転数制御範囲：1,600 ～ 3,300min-1

制御の詳細は「水量制御」、「配管凍結防止制御」を参照ください。

90ページ

2 CWFV1 流量調整弁 出湯温度制御に使用します。
試運転により、機外揚程に応じた開度を決定します。
制御の詳細は「水量制御」、「試運転制御」を参照ください。

90ページ及び
93ページ

CWFV2 上水切換弁 上水を流す場合弁が開きます。
保温運転時、水配管の凍結防止運転時など、貯湯槽内のお湯を循環させ
る場合は弁が閉じます。

－

CWFV3 凍結防止切換弁
貯湯槽水切換弁

貯湯槽内のお湯を循環させる場合は弁が開きます。
上水を流す場合は、弁が閉じます。 －

CWFV5
　

給湯停止弁 複数の給湯機を並列に接続すると偏流が起こることがあります。
冷水が混入される恐れがある場合、弁が閉じます。
制御の詳細は「偏流防止制御」を参照ください。

91ページ

CWFV6 緊急給水弁 開放式貯湯槽内が渇水状態となることを防ぎます。
渇水状態になる場合に弁が開き、貯湯槽に給水します。 －

3 Tho-W1 ガスクーラ水温
センサ（入口）

①吐出管温度制御、②圧縮機制御、③入水温度異常検知に使用します。
　③入水温度異常検知値：63℃以上／解除：60℃未満
制御の詳細は、①吐出管温度制御：⑴-3、②圧縮機制御：1-⑴を参照ください。

－

Tho-W2 ガスクーラ水温
センサ（出口）

①出湯温度制御、②出口水温異常検知に使用します。
異常検知値：100℃以上を 5秒／解除：60℃未満、または、ガスクーラ
で入口温度差が 10℃以内
出湯温度制御の詳細は、「水量制御」を参照ください。

90ページ

4 WLS 開放式貯湯槽用
水位センサ

貯湯槽の水位を検出します。
－

⑶　水回路側の機能品役割

（4-468-1-D）

2.9　制御仕様
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Ｍ

温水出口 

給水口（給水より） 

貯湯槽 

給水口（給水より） 

循環水 

入口 

温水出口

温水出口

貯湯槽 

水ポンプ： 

最低回転数で運転 

ヒートポンプユニット
ヒートポンプユニット

　 制御内容
ホットガスバイパス弁（ＳＶＨＧ１）を開とし、吐出ガスを熱交換器に流すことにより、熱交換器の霜を取ります。
下図にデフロスト時の機能品の動作、および、冷媒、水の流れを示します。
【冷媒回路側】

【水回路側】
・開放式貯湯槽の場合     　　　　　・密閉式貯湯槽の場合

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EEVH1,2：閉 EEVG1：閉

水ポンプ： 
2000min-1で運転

SV-INJ1：閉
SV-OIL1：閉

← 冷媒流れ方向

SVHG1：開 

⑷　マイコン運転制御機能
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※代表運転点を示す。
空
気
条
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利
用
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運
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湿
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縮
機
回
転
数
高
圧
圧
力
中
間
圧
力
低
圧
圧
力
EE
V
G
開
度
EE
V
H
開
度
吐
出
管
温
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℃
℃
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℃
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4.1　サービス一般事項について
　　⑴　試運転について

4．サービス編
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1)　気密試験には窒素（N2）を使用ください。また、新品のN2 ボンベを準備してください。

　　【注意】 窒素ボンベには、内圧19MPa ボンベと15MPa ボンベがあるので、本熱源機の気密確認には、

                   15MPa ボンベを使用してください。窒素ボンベは７m3 ボンベが２本必要です。

2)　熱源機基板SW5-7 をON した状態で電源投入してください。

      これにより、運転が禁止され、EEVG，EEVH1，EEVH2 が全開となる。

3)   ホットガスバイパス用電磁弁（SVHG1）のコイルを外し、専用の磁石（メーカ：ESCO/品番:EA491LA-16A）

　　にて強制的に弁を全開にする。

4)　高圧・低圧側のサービスバルブと新品N2 ボンベをゲージマニホールドを介して接続する。

5)　低圧側回路の気密確認を行う。

　　ゆっくりと8.5MPa まで上昇させ、10 分間放置し、圧力低下がないことを確認する。

6)   上記後、専用磁石を外しSVHG1を全閉にする。また、コイルを戻す。

7)　熱源機基板SW5-8 をON する。

　　これにより、EEVG のみが全閉となる。（高圧側回路と低圧側回路が分離される。）

8)　高圧側回路の気密試験を行う。

　　ゆっくりと8.5MPa まで上昇させ、10 分間放置する。その後、さらにゆっくりと14MPa まで上昇させ、

　　10 分間放置し、圧力低下がないことを確認する。

9)　ゲージマニホールドを除々に開け、N2 を放出する。

10)  作業完了後、電源をOFFし熱源機基板SW5-7，5-8 をOFF へ戻す。

⑵　CO2冷媒の放出方法

これにより、運転が禁止され、EEVG，EEVH1，EEVH2が全開となる。

（ナットを 1/8 回転させる程度でよい。）

　　(注)　CO2 冷媒を一気に放出すると、ドライアイス状の冷媒と共に冷凍機油も大量に放出されるため、徐々

に放出してください。

また、CO2 は空気より 1.5 倍重く、マンホール等に滞留する恐れがあるため、CO2 が滞留するような

場所は避けてください。※詳細は、日冷工発行の「CO2冷媒サービスマニュアル」をご覧ください。

⑶　気密試験方法
2）を使用ください。また、新品のN2 ボンベを準備してください。

【注意】窒素ボンベには、内圧 19MPaボンベと 15MPaボンベがあるので、本熱源機の気密確認には、

15MPaボンベを使用してください。窒素ボンベは７m3 ボンベが２本必要です。

これにより、運転が禁止され、EEVG，EEVH1，EEVH2が全開となる。

これにより、EEVGのみが全閉となる。（高圧側回路と低圧側回路が分離される。）

2ボンベをゲージマニホールドを介して接続する。

ゆっくりと 8.5MPaまで上昇させ、10分間放置する。その後、さらにゆっくりと 14MPaまで上昇させ、

10分間放置し、圧力低下がないことを確認する。

ゆっくりと 8.5MPaまで上昇させ、10分間放置し、圧力低下がないことを確認する。

2を放出する。

（注）サービスバルブに接続する継手（レジューサ）は別売りとなっております。
　　レジューサ（三菱重工冷熱型番）：HA07644　を手配してください。

サービスバルブ（不二工機社製）のキャップを外し、継手（レジューサ）を接続し、

サービスバルブ
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⑷　冷媒充填方法

これにより、運転が禁止され、EEVG，EEVH1，EEVH2が全開となる。

[注意 ] 真空引き時の注意点はR410A機と同じです。

高圧側のサービスバルブより冷媒を充填してください。（封入量は 8.5kg であり、通常、数分で完了する。）

[注意 ]　冷媒は純度 99.99%以上を使用すること。また、ボンベはサイフォン式を使うこと。

[理由 ]　液冷媒での封入となるためサイフォン式ボンベを使用する。

更に、液バック運転防止のため高圧側のサービスバルブより充填する。

※その他の注意事項は、日冷工発行の「CO2 冷媒サービスマニュアル」をご覧ください。

　(ボンベは 40℃以上に加熱しない等 )

[ 注意 ]　安全のため、冷媒充填後の試運転における冷媒圧力確認はメンテPCで行い、ゲージマニホールドは

[注意 ]　締付けトルクは 13N･m。一方、サービスバルブは手動にて開閉する。

サービスバルブ（不二工機社製）のキャップを外し、継手（レジューサ）を接続し、

（注）サービスバルブに接続する継手（レジューサ）は別売りとなっております。
　　レジューサ（三菱重工冷熱型番）：HA07644　を手配してください。

サービスバルブ

外すこと。

してください
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⑸　水の放出（水抜き）

サービスパネルを外す。

以下、配管・排水バルブの位置関係を判りやすくするため、水配管のみの供試機を用いて説明する。

 

ヒートポンプユニット

 
後面 

インタークーラ

ガスクーラ

出湯出口 給水入口 ドレン排水口 排水バルブ

エア抜きバルブ

水ポンプ

流量調整弁
CWFV1

⑸　水の放出（水抜き）

サービスパネルを外す。

以下、配管・排水バルブの位置関係を判りやすくするため、水配管のみの供試機を用いて説明する。

 

ヒートポンプユニット

 
後面 
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⑻　CO2 給湯機ガスクーラ洗浄要領書
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圧縮機停止要因 番号

【熱源機側】
センサ /EEV 断線・短絡

ガスクーラ水温センサ 1 20
ガスクーラ水温センサ 2 21
ガスクーラ温度センサ 1 22
ガスクーラ温度センサ 3 24
インジェクション入口温度センサ 1 26
中間圧レシーバ入口温度センサ 1 28
EEVH1断線 30
EEVH2断線 31
EEVG1断線 32

【貯湯槽側】
センサ断線・短絡

密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 1 40
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 2 41
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 3 42
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 4 43
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 5 44
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 6 45
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 7 46
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 8 47
密閉式貯湯槽用貯湯水温センサ 9 48
開放式貯湯槽用水位センサ 49
開放式貯湯槽用貯湯水温センサ 50

【システム異常検知】

HP1異常　
　※ 63H1作動，HP≧ 14MPa 55

LP1 異常　※ LP≦ 1.0MPa 57
Td1 異常　※Td≧ 135℃ 59
電源欠相・逆相異常 61
CPU間通信異常 62

【外部機器異常検知】

FMo1異常 65
FMo2異常 66
インバータ 1カレントカット 67
インバータ 1パワートランジスタ過熱 69
インバータ 1起動不良 71
インバータ 1通信異常 73
インバータ 1脱調異常 75
熱源機間通信異常 77
AF異常 78

【水系統異常】

水ポンプ異常
　※水ポンプ回転数＜ 600min-1など 80

入水温異常
　※入水温度＞ 63℃，10分サンプリングに
　　おける入水温度変化が 10deg 以上など

81

出口水温異常
　※出湯温度≧ 98℃ 82

溢水異常 83
断水異常
　※ガスクーラ冷媒出口温度≧ 80℃など 84

【各種制御関連】

通常圧縮機停止
（貯湯運転・満蓄運転・夜間貯湯運転終了後
デフロスト・初期設定運転が終了した場合）

90

制御切換のための圧縮機停止
（夏期のファン片肺運転時） 91

水回路切換による圧縮機停止
（ex. 保温運転から貯湯運転への切換り時） 92

4.2　エラーコード一覧
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4.3　故障診断
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4.4　部品交換の目安
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4.5　分解組立要領

･交
換

作
業

は
、

交
換

要
領

書
に

従
っ

て
確

実
に

行
っ

て
く
だ

さ
い

。
 交

換
作

業
に

不
備

が
あ

る
と

、
感

電
や

火
災

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
･制

御
基

板
を

交
換

す
る

場
合

は
、

必
ず

7
セ

グ
メ

ン
ト

設
定

(P
0
0
～

P
9
9
)を

収
集

し
て

く
だ

さ
い

。
･交

換
作

業
は

必
ず

ユ
ニ

ッ
ト

の
電

源
が

O
F
F
に

な
っ

て
い

る
事

を
確

認
し

て
か

ら
行

っ
て

く
だ

さ
い

。
 電

源
が

O
N

の
ま

ま
だ

と
感

電
や

故
障

の
原

因
と

な
り

ま
す

。
･素

手
で

板
金

な
ど

に
触

れ
る

と
ケ

ガ
を

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
保

護
具

を
使

用
く
だ

さ
い

。

安
全

上
の

ご
注

意

0
  

説
明

書
を

参
考

に
Q

-
to

n
の

水
分

を
取

除
い

て
く
だ

さ
い

。
◯ ①

 ★
印

の
ク

イ
ッ

ク
フ

ァ
ス

ナ
（
5
箇

所
）
、

■
印

の
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

(1
箇

所
)、

　
　

水
ポ

ン
プ

固
定

ね
じ

、
T
h
o
-
W

1
を

取
外

し
て

く
だ

さ
い

。

  
※

ク
イ

ッ
ク

フ
ァ

ス
ナ

と
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

は
再

利
用

し
ま

す
。

水
ポ

ン
プ

用
ね

じ

水
入

口
配

管
用

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
を

取
外

し
て

く
だ

さ
い

。
(■

印
,1

箇
所

)

ク
イ

ッ
ク

フ
ァ

ス
ナ

を
取

外
し

て
く
だ

さ
い

。

(★
印

,5
箇

所
)

②
 ユ

ニ
ッ

ト
か

ら
、

水
ポ

ン
プ

、
水

入
口

配
管

、
水

配
管

Ⓐ
、

水
配

管
Ⓑ

、
流

量
調

整
弁

  
  

を
取

外
し

て
く
だ

さ
い

。

P
C

M
9
2
5
C

0
0
2

O
-
リ

ン
グ

(水
ポ

ン
プ

用
)

P
C

M
4
5
1
A

0
0
2

水
ポ

ン
プ

P
C

M
4
2
1
A

0
3
8

水
配

管
Ⓐ

(水
ポ

ン
プ

～
流

量
調

整
弁

)

P
C

M
4
2
1
A

0
0
1
A

水
入

口
配

管

P
C

M
9
2
5
C

0
0
2
A

S
S
A

9
1
3
D

0
2
2

タ
ッ

ピ
ン

ね
じ

(水
ポ

ン
プ

用
)

P
C

M
5
0
5
A

0
1
8
A

A

制
御

基
板

P
C

M
5
0
4
A

0
3
4
N

配
線

(P
W

B
2
接

続
用

)

S
S
A

9
3
7
D

0
1
5
A

配
線

結
束

バ
ン

ド
(白

)

S
S
A

9
3
7
D

0
1
7
C

配
線

結
束

バ
ン

ド
(黒

)

P
C

M
0
1
1
G

0
0
1
W

結
線

銘
版

(配
線

)

P
C

M
0
1
1
G

0
0
1
Y

結
線

銘
版

(7
セ

グ
メ

ン
ト

)

（
2
個

）
（
2
個

）

配
線

(水
ポ

ン
プ

中
継

線
)

P
C

M
5
0
4
A

0
3
4
P

（
2
個

）

水
ポ

ン
プ

交
換

要
領

P
C

M
4
2
1
A

0
1
1
A

水
配

管
Ⓑ

(流
量

調
整

弁
～

ガ
ス

ク
ー

ラ
)

水
ポ

ン
プ

水
入

口
配

管

水
配

管
Ⓐ

水
配

管
Ⓑ

流
量

調
整

弁

（
3
個

）

O
-
リ

ン
グ

(流
量

調
整

弁
、ガ

ス
ク

ー
ラ

用
)

（
2
個

）

T
h
o
-
W

1
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③
 下

図
を

参
考

に
し

て
、

新
規

水
入

口
配

管
、

新
規

水
配

管
Ⓐ

　
　

新
規

水
配

管
Ⓑ

に
O

-
リ

ン
グ

を
取

付
け

て
く
だ

さ
い

。

④
 ユ

ニ
ッ

ト
に

、
新

規
水

ポ
ン

プ
、

新
規

水
入

口
配

管
、

新
規

水
配

管
Ⓐ

　
　

新
規

水
配

管
Ⓑ

、
流

量
調

整
弁

を
取

付
け

、
①

で
取

外
し

た

　
　

ク
イ

ッ
ク

フ
ァ

ス
ナ

、
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

で
固

定
し

、
T
h
o
-
W

1
を

元
に

戻
し

て
く
だ

さ
い

。

水
ポ

ン
プ

を
取

付
け

る
際

に
水

ポ
ン

プ

の
配

線
を

噛
込

ま
な

い
よ

う

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

O
リ

ン
グ

を
取

付
け

て
く
だ

さ
い

。

(P
C

M
9
2
5
C

0
0
2
A

)

(流
量

調
整

弁
用

)

新
規

水
入

口
配

管

水
ポ

ン
プ

取
付

ね
じ

(継
手

フ
ラ

ン
ジ

部
)

ク
イ

ッ
ク

フ
ァ

ス
ナ

挿
入

前
に

ク
イ

ッ
ク

フ
ァ

ス
ナ

継
手

が

互
い

に
接

触
し

、
隙

間
が

な
い

状
態

で
ク

イ
ッ

ク
フ

ァ
ス

ナ

を
挿

入
し

て
く
だ

さ
い

。

ク
イ

ッ
ク

フ
ァ

ス
ナ

に
て

継
手

の
フ

ラ
ン

ジ
部

が
固

定
さ

れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

流
量

調
整

弁
は

板
金

の
上

に
乗

せ
て

モ
ー

タ
部

を
上

に
し

、

回
転

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
固

定
し

て
く
だ

さ
い

。

O
リ

ン
グ

を
取

付
け

て
く
だ

さ
い

。

(P
C

M
9
2
5
C

0
0
2
)

(水
ポ

ン
プ

用
)

O
-
リ

ン
グ

を
取

付
け

る
際

は
、

シ
リ

コ
ン

オ
イ

ル
を

塗
布

し
傷

が
付

か
な

い
よ

う
に

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。

O
リ

ン
グ

を
取

付
け

て
く
だ

さ
い

。

(P
C

M
9
2
5
C

0
0
2
)

(水
ポ

ン
プ

用
)

新
規

水
配

管
Ⓐ

A
（
1
:2

）
(★

印
部

5
箇

所
同

様
)

A

O
リ

ン
グ

を
取

付
け

て
く
だ

さ
い

。

(P
C

M
9
2
5
C

0
0
2
A

)

(流
量

調
整

弁
用

)

O
リ

ン
グ

を
取

付
け

て
く
だ

さ
い

。

(P
C

M
9
2
5
C

0
0
2
A

)

(ガ
ス

ク
ー

ラ
用

)

新
規

水
配

管
Ⓑ
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水
ポ

ン
プ

基
板

水
ポ

ン
プ

基
板

配
線

水
ポ

ン
プ

基
板

用
ア

ー
ス

ね
じ

制
御

基
板

取
付

板
金

水
ポ

ン
プ

中
継

線

⑤
 水

ポ
ン

プ
制

御
線

、
水

ポ
ン

プ
中

継
線

を
取

外
し

た
後

、

  
  
制

御
基

板
取

付
板

金
を

取
外

し
て

く
だ

さ
い

。

⑥
 水

ポ
ン

プ
基

板
配

線
(5

2
X
1
-
1
,2

/
ポ

ー
ト

1
)を

取
外

し
た

後
、

　
　

水
ポ

ン
プ

基
板

、
水

ポ
ン

プ
基

板
用

ア
ー

ス
ね

じ
を

取
外

し
て

く
だ

さ
い

。

ね
じ

水
ポ

ン
プ

制
御

線
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0

S
W

4
-
1

(P
U

M
P

)
S
W

4
-
2

(I
N

V
)

S
W

4
-
3

0
1

⑦
 配

線
(P

C
M

5
0
4
A

0
0
6
F
)、

配
線

(P
C

M
5
0
4
A

0
3
1
)を

取
外

し
た

後
、

　
　

P
C

B
2
接

続
用

配
線

を
C

1
,＋

〜
P

C
B

2
,C

N
A

、
IP

M
,＋

、

　
　

C
1
,－

〜
P

C
B

2
,C

N
A

、
D

M
,－

へ
接

続
し

て
く
だ

さ
い

。

　
　

水
ポ

ン
プ

中
継

線
を

コ
ン

デ
ン

サ
の

C
1
へ

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。

⑧
 制

御
基

板
取

付
板

金
を

元
に

戻
し

て
く
だ

さ
い

。

⑨
 制

御
基

板
を

交
換

し
、

コ
ネ

ク
タ

を
元

の
位

置
に

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。

  
  
基

板
へ

の
コ

ネ
ク

タ
接

続
時

に
半

挿
し

が
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

C
1

締
付

ト
ル

ク
　

2
.5

〜
2
.7

N
・
m

穴
を

通
し

て
く
だ

さ
い

。

フ
ァ

ン
モ

ー
タ

線
と

共
に

結
束

し
て

く
だ

さ
い

。

制
御

基
板

AA

A
-
A

フ
ァ

ン
モ

ー
タ

線
と

共
に

配
線

結
束

バ
ン

ド
(白

)で
結

束
し

て
く
だ

さ
い

。

配
線

結
束

バ
ン

ド
(白

)で
結

束
し

て
く
だ

さ
い

。

制
御

基
板

上
の

デ
ィ

ッ
プ

ス
イ

ッ
チ

を
下

表
の

通
り

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。

制
御

基
板

設
定
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⑩
 水

ポ
ン

プ
中

継
線

を
制

御
基

板
の

C
N

F
A

N
3
へ

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。
⑪

 水
ポ

ン
プ

配
線

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
内

の
中

継
コ

ネ
ク

タ
に

　
　

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。

C
N

F
A

N
3

水
ポ

ン
プ

制
御

線
用

フ
ェ

ラ
イ

ト
コ

ア
を

他
配

線
と

共
に

結
束

し
て

く
だ

さ
い

。

水
ポ

ン
プ

中
継

線
を

他
配

線
と

共
に

ク
リ

ッ
プ

で
結

束

し
て

く
だ

さ
い

。

水
ポ

ン
プ

中
継

線
を

他
配

線
と

共
に

ク
リ

ッ
プ

で
結

束

し
て

く
だ

さ
い

。

水
ポ

ン
プ

中
継

線
を

他
配

線
と

共
に

結
束

し
て

く
だ

さ
い

。

水
ポ

ン
プ

中
継

線

(P
C

M
5
0
4
A

0
3
4
N

)

水
ポ

ン
プ

水
ポ

ン
プ

の
中

継
コ

ネ
ク

タ

（
白

,6
P

）
を

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。

水
ポ

ン
プ

配
線

を
他

配
線

と
共

に

配
線

結
束

バ
ン

ド
(黒

)で
結

束
。

余
剰

配
線

は
こ

こ
で

ま
と

め
て

く
だ

さ
い

。
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⑫ 結線銘版(配線、7セグメント)の上から新規結線銘版

    (配線、7セグメント)を貼付けてください。

コントロールカバー

コントロールカバー

(表)

結線銘版(配線)

(PCM011G001W)
コントロールカバー

(裏)

結線銘版(7セグメント)

(PCM011G001Y)

旧仕様から新仕様への交換時の注意事項：
　旧仕様の水ポンプ交換時には、制御基板も新仕様に交換してください。
　設置状況に合わせてSW4-1、SW4-2を下表に従い設定してください。
　設定は電源投入時のみ有効となります。（電源投入後の切換は無効となります。）
　設定をしないと機器が故障する恐れがありますのでご注意ください。
　親子機接続されている場合、異常がない親または子機は新仕様の制御基板に交換する必要はありません。

　遠隔監視システム導入物件はシステム設定の変更が必要となりますので、
　部品を交換した場合（下表②、③）は弊社にご連絡ください。

⑫ 結線銘版(配線、7セグメント)の上から新規結線銘版

    (配線、7セグメント)を貼付けてください。

コントロールカバー

コントロールカバー

(表)

結線銘版(配線)

(PCM011G001W)
コントロールカバー

(裏)

結線銘版(7セグメント)

(PCM011G001Y)
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三菱重工サーマルシステムズ株式会社	 〒100-8332	 東京都千代田区丸の内３-２-３
三菱重工冷熱株式会社	 〒108-0023	 東京都港区芝浦２-11-５

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。
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